
　
離
島
と
は
い
え
、
外
周
は
宍
道
湖
の
約

３
倍
を
誇
る
島
後
。
隠
岐
諸
島
最
大
の
島

で
あ
り
、
島
内
の
移
動
に
は
車
が
不
可
欠

だ
。《
有
限
会
社
西
郷
日
石
》
は
、
島
内

で
２
か
所
の
S
S
と
給
油
船
を
運
営
。
島

で
暮
ら
す
人
々
の
日
常
を
支
え
る
ほ
か
、

バ
ス
や
タ
ク
シ
ー
、
レ
ン
タ
カ
ー
な
ど
の

給
油
を
通
し
、
観
光
客
の
レ
ジ
ャ
ー
に
も

欠
か
せ
な
い
存
在
と
な
っ
て
い
る
。

　
町
内
有
志
が
出
資
し
て
設
立
し
た
共
同

販
売
所
が
社
名
を
変
え
、
現
在
の
ウ
ミ
ラ

イ
グ
ル
ー
プ
の
一
員
に
加
わ
っ
た
の
は

１
９
９
１
年
。
２
０
２
０
年
か
ら
は
隠
岐

の
島
町
で
生
ま
れ
育
っ
た
石
川
一
茂
社
長

（
67
）が
舵
取
り
を
任
さ
れ
て
い
る
。

　
同
社
の
特
徴
の
一
つ
が
、
島
で
唯
一
給

油
船
を
保
有
し
、
地
元
漁
船
や
海
上
保
安

庁
の
巡
視
船
へ
の
船
舶
給
油
も
行
っ
て
い

る
点
だ
。
周
辺
に
好
漁
場
の
海
域
が
広

が
っ
て
い
る
た
め
、
海
上
保
安
庁
に
よ
る

監
視
警
戒
が
欠
か
せ
ず
、
船
舶
給
油
の
約

８
割
を
巡
視
船
へ
の
給
油
が
占
め
る
。

「
船
舶
給
油
の
需
要
が
高
い
た
め
、
社
員

12
人
中
、
約
半
分
が
小
型
船
舶
免
許
を
保

有
。
業
務
に
不
可
欠
な
の
で
資
格
取
得
を

推
進
し
、
費
用
は
す
べ
て
会
社
が
負
担
し

て
い
ま
す
」
と
石
川
社
長
。

　
顧
客
ニ
ー
ズ
に
応
え
よ
う
と
、
今
年
１

月
に
社
屋
を
建
て
替
え
た
西
郷
南
S
S
に

24
時
間
利
用
可
能
な
コ
イ
ン
ラ
ン
ド
リ
ー

を
併
設
。
ス
タ
ン
ド
が
閉
ま
っ
て
い
る
時

間
帯
に
も
利
用
者
が
あ
り
、
島
民
の
利
便

性
向
上
に
も
つ
な
が
っ
て
い
る
。「
車
の

燃
費
向
上
や
人
口
減
少
な
ど
S
S
を
取
り

巻
く
状
況
は
厳
し
い
が
、
需
要
に
応
え
つ

つ
、地
域
住
民
と
つ
な
が
り
を
持
つ
中
で
、

新
た
な
可
能
性
も
探
っ
て
い
き
た
い
」

島
で
唯
一
給
油
船
を
保
有

社
員
の
半
分
が
船
舶
免
許
を
取
得

リニューアルした西郷南SSには、コ
インランドリーを併設し、島民の利便
性向上に一役 船舶給油の需要が
高く、石川一茂社長（右から２人目）を
始め、社員の半分は小型船舶免許を
保有する 島で唯一保有する給油
船。地元漁船や海上保安庁巡視船な
どになくてはならない存在だ

2

1

3

隠岐の島町で２か所のSSと給油船を運営する《有
限会社西郷日石》は、島の暮らしに不可欠なラ
イフラインを守っている。

地域密着サービスで
離島の暮らしを支援

LEADING COMPANY
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⃝石油卸売業

有限会社 西郷日石

ウミライグループ／有限会社 西郷日石

採用担当者からあなたへ

有限会社 西郷日石

私たちの仕事は、地域の情報を多くの方に
お届けして、地域が元気になるお手伝いを
することです。明るく元気で笑顔がすてきな
方、特別な知識や経験は必要ありません。
優しく頼もしい先輩社員が丁寧
に教えます。一緒に目標に向
かってチャレンジしたい方を
求めています。

08512-2-0185
採用に関するお問い合わせ先

事業内容

石油卸売業、コインランドリー運営

創　業　平成3（1991）年7月
代表者　代表取締役　石川 一茂
社員数　12名（男10名　女2名）
本　社　島根県隠岐郡隠岐の島町西町名田の四37-2

隠岐郡

勤務地（採用エリア） 

採用区分

新卒採用

無

キャリア採用

嶽野 まなみさん
係長

インターンシップ・キャリア
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